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【背景】大腸 SM 癌のリンパ節転移の確率は約 10％と報告されていることから約 90％は局所切
除術のみで根治可能と考えられているが現状では外科手術を施行する大腸SM癌症例はリンパ節
転移の確率以上に頻度が多いのが実状である。その理由は、大腸 SM 癌における内視鏡摘除後に
リンパ節転移の可能性がないことから外科切除をしないで経過観察で済む症例の因子が完全に
は解明されていないためである。大腸癌治療ガイドラインにおける簇出診断方法としては光学顕
微鏡 200倍拡大で観察し 1視野中に 5ヶ所以上の簇出があげれれば「簇出高度」と診断し、これ
をリンパ節転移予測因子であるとしている。腫瘍先進部における簇出の評価法は現時点では HE
染色標本、またはサイトケラチン染色標本併用を用いることが多いが評価が安定しないというこ
とが重要な課題になっていた。β‐カテニンは免疫染色を用いることで簇出が明瞭になることが知
られているが HE 染色で診断した簇出との一致率、リンパ節転移との関連性を検討し大腸 SM 癌の治
療方針に対する有用性を研究した報告はない。【目的】大腸 SM 癌における β‐カテニン免疫染色を
用いて診断した簇出の有用性を明らかにすること。【方法】対象は 1984 年度から 1999 年度に宮城県
対がん協会で施行された大腸がん検診受診者のうち精密検査で発見した大腸 SM 癌で病理組織学的検
討可能であった 188例 188病変。治療法の内訳は外科的根治術施行 142例、局所切除後経過観察施行
46 例であった。対象の臨床背景（性別、年齢、腫瘍径、肉眼型、病変の局在、分割切除の有無、治療
法、リンパ節転移の有無、死亡の有無）、病理組織学的所見（SM 浸潤距離、組織型、腫瘍先進部にお
ける簇出の有無、脈管侵襲の有無）を再検討した。【成績】対象 188 例の 平均年齢は 66.2 才、男性
123 例、女性 65 例であった。リンパ節転移は 14 例、大腸癌死亡は 8 例認めた。外科的根治術施行群
に多変量解析を用いてリンパ節転移の予測因子を検討したところ β‐カテニンを用いて診断した簇
出高度のみがリンパ節転移予測因子として検出された(オッズ比 7.124、95％信頼区間 1.407‐
36.062)。局所切除後経過観察施行群に大腸癌死亡 3 例認めたが病理組織学的所見を再検討すると全
例現行の大腸癌治療ガイドラインでは追加腸切除適応であった。【結論】大腸 SM 癌における β‐カ
テニン免疫染色を用いて診断した簇出はリンパ節転移予測因子であり内視鏡治療した大腸 SM 癌のリ
ンパ節転移予測に有用である。 
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